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激の物理的特性として､ 1)刺激変化(onset, offset, movementなど)による注
意の捕捉と､ 2)視覚探索実験で知られているような､他の刺激要素と特徴を異
にする刺激要素(singletonと呼ばれている)による注意の捕捉(緑の○の中





































Breitmeyerらのグループ(Breitmeyer and Breier, 1994; Breitmeyer and
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的研究(Desimone, Wessinger, 皮 Thohas, 1990)が盛んになったことがあるoこう
した研究及びその後の認知神経科学的研究(Behrmann,and Haimson, 1999; Nobre,

























































































(stimulus onsetasynchrony : SOAと呼ばれる)が短い場合には､上記のような手
掛による反応成績の向上が見られるが､ SOAが200msを越えたあたりから､有
効条件と無効条件の成績が逆転する｡この現象は､復帰の抑制(Ⅰ血ibitionor




















たBergerらの研究(Berger, Dori, 皮 Henik, 1999)では､他の多くの研究(Lambert,
Spencer, 皮 Mohin血a, 1987; Posner and Cohen, 1984)と同様に､促進効果とSOAが
250ms以降の抑制効果を得ている｡イタリアの研究者達は､ SOAが短い場合の




































































している(Hillstrom and Yantis, 1994; Yantis, 1993)が､この点に関しては異論






























































































































































































































and Kingstone, 1998; Driver, Davis, Ricciardelli, Kidd, Maxwell, & Baron-Cohen, 1999;










































































る研究(Hampton, Purcell, Bersine, Hansen, 皮 Hansen, 1989)でも確認されたが､刺
激中のターゲット位置に依存して反応時間が異なることから､ Hamptonらは､
完全な意味ではポップアウトするとは言えないとした｡さらに､その後の研究























































































Mathews, 皮 MacLeod, 1996)o　この場合は､注意が本来の場所から別の場所に逸
れたために処理に遅れが出るのではなく､当面する課題-の注意資源配分が減
ることが反応の遅延をもたらす結果となっていると解釈されている｡
























































































































































制御が特に左視野で悪いこと(carter, Krener, Chadeljian, Northcutt, & WolfTe, 1995
)､ストループ課題での干渉が大きいこと(Le皿g andConnolly, 1996)､視線の維
持が難しいこと(Could, Bastain, Israel, Homer, 皮 Castellanos, 2001)や早まってサ






































なサッケ-ドの制御(anti-saccade課題; Kane, Bleckley, Conway, 皮 Engle, 2001
) ､それに両耳分離聴での無関連刺激-の気づきの程度(conway, cowan, 皮
Bunting, 2001)などに関係していることを示す証拠が得られつつある｡
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イズ数の主効果(F= 12.48, dT= 3/15, p.く.001)､及びノイズ数と背景色
の交互作用が有意となった(F= 4.92, df= 6/30, p.く.005)o　背景色の主効
果は､有意傾向を示した(F= 3.53, dT= 2/10, p=.069)o
44
0　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　　4
-◆一背景赤
ー背景緑
☆背景灰
図4-2 :検出までに要した時間を背景色ごとに示した｡
横軸は､ターゲット領域に付与したノイズ刺激の数｡
【考察】
この結果から､ Change Blindnessで変化の検出には､輝度変化に応じて素早
くこれを符号化して皮質に伝達する役割を担っているMagno系の働きが重要で
あるという当初の仮説が確認されたといえる｡
赤背景では周辺に付加されたノイズが4個の条件では､変化の検出が他の背
景色に比べさらに遅延していたことから､画面全体の提示と同期して局所的変
化を導入することで局所変化に伴うbottom-upの注意駆動を押さえるというフ
リッカー法の効果は完全ではなく､局所信号は､減弱はしてもまだ存在してい
ることがうかがえる｡
さらに､周辺にノイズが付加されず､変化がpop-outを生ずる条件では､背
景色の違いによる検出時間に差が見られなかったことから､ pop-outによる注
意の捕捉は､局所的輝度変化を伴う刺激のtransiencyによる注意の捕捉とは異
なる神経符号により伝達されている可能性が示唆された｡
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